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　理学療法は，運動療法や物理療法などの物理的手段を用い，適度なメカニカルストレスを生
体に与えることにより，自己修復能力の向上や，組織変性への進行の遅延を促すことができる．
組織に適度な負荷を与えると，筋・靱帯・関節軟骨・腱などの組織のターンオーバーが促進され，
恒常性を維持する．一方，過剰もしくは過小な負荷では，炎症や組織破壊，機能低下が引き起
こされ，異化が進行する．適度な運動がどのように生体へ貢献するのか，生物学的視点から
理学療法の効果を検証することは重要である．これまで筆者らが行ってきた動物とヒトを対象
とした研究の一部を紹介しながら，運動器に対する「メカニカルストレスと理学療法」について
議論する．
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Point
適切な関節運動は，組織損傷に対する自己修復を促進させる
適度な運動は抗炎症作用の増加，骨腱付着部の病理的変化の防止，神経損傷軸索の再生や神
経可塑性を促す
変形性膝関節症者の歩行中の筋シナジー解析では関節負荷の増大が示唆され，理学療法評価
の新たな指標となる可能性がある

運動器理学療法をどう捉えるか―統合的戦略で自らの思考の枠を乗り越える特集
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